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はじめに
私が、令和４年８⽉の町⻑選挙において掲げた公約につきまして、その事業内容やス

ケジュール等を示した工程一覧表（ロードマップ）を同年１１⽉に作成し、公約の実現
に向けた取組を着実に実施しているところです。

今後も引き続き、この工程一覧表（ロードマップ）を基本としながら、取組内容や決
算額の状況等を年度ごとに更新・公表し、適切な進行管理に努めてまいります。また、
町の財政状況や社会情勢等の動向も踏まえつつ、事業の内容・手法等の修正をもって、
継続した取組を実施してまいります。

公約の実現によって、杉⼾町がより魅⼒のあるまちとなり、住⺠の皆さんがさらに住
み良いまちとなりますよう、「新しい杉⼾への挑戦！」を念頭に置いて、取り組んでま
いります。

杉⼾町⻑ 窪田 裕之



令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

未定 0 0 0 未定
宮代町との調整会議、県に対する
不足病床地域への転換及び基準病
床数の緩和の要望書提出等を行っ
た。

0

中核的病院誘致事業 救急医療を含む一般的な入院治療を行い、
二次救急医療機関の役割を担う病院の誘致
を推進する。

健康支援課

実
績

工程一覧表（ロードマップ）は、各公約事業について「いつ」「どのような目標を持って」「どのように取組むか」についての計画を掲載
したものです。

どこまで実現できたかを示すため、年度ごとの実績を明らかにして進行管理を行います。（各年度の下段に実績を掲載）

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課

No.1

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

工程一覧表（ロードマップ）は、町の財政状況や社会情勢等を踏まえながら随時見直しを図ります。（赤色は変更箇所）

事業予定額は、事業を実施する際に発生する費用等について、想定される範囲で掲載しています。（一部、想定が困難な事業については
「未定」としています。）

上段の「計画」欄には、令和４年度から令和８年度までの
ロードマップ及び事業予定額を掲載。

事業を所管
する課

公約を推進する
ための事業名 公約事業の取組内容

下段「実績」欄には、年度ごとの取組内容及び決算額を掲載。

工程一覧表（ロードマップ）の作成に際して

工程一覧表（ロードマップ）の見方（例）

誘致に向けた準備

国・県に要望書を提出

近隣自治体や地域医師会等との調整、誘致場所等の検討・決定

誘致の決定県、近隣自治体の状況把握



公 約 一 覧

No. 公 約 事 業 名 頁数

1 中核的病院誘致事業 1

2 埼⽟県⽴杉⼾農業⾼等学校との連携事業 2
3 大学農学部等との連携事業 2

4 小・中学校給食費の無償化事業 3

5 下野久喜線整備事業 4
6 東武動物公園駅東口通り線整備事業 4
7 道路改良事業（町道Ⅰ級11号線（並塚交差点）） 5
8 道路舗装修繕事業（町道Ⅰ級11号線） 5

No. 公 約 事 業 名 頁数

9 小・中学校誇れる学校づくり推進事業 6
10 英語指導助手活用事業 6
11 中学校ホームステイ体験学習推進事業 6

再 【再掲】中核的病院誘致事業 7
12 町内巡回バス運行事業 7
13 ⾼齢者と地域のつながり再生事業≪介護保険特別会計≫ 7

【医療・福祉施設の充実】

【中核病院を東武動物公園駅周辺に誘致 〜医療過疎を解消して町⺠の安⼼を担保〜】

【杉農という強みを地域の活⼒に 埼⽟東部に誘致される大学農学部等と連携】

【小中学校の給食費を段階的に無料化 〜安⼼して学校生活が送れるように支援〜】

【下野久喜線、東武動物公園駅東口通り線の早期実現 農道整備に地方創生の枠組みを活用】

【県内トップクラスの学⼒！】

４つの優先政策を推進

９つの課題に挑戦



No. 公 約 事 業 名 頁数

14 創業支援事業 8
15 地元企業応援事業 8
16 明日の農業担い手育成事業 9
17 農のサポーター育成塾事業 9
18 地域特産物・地域ブランド開発事業 9

再 【再掲】下野久喜線整備事業 10

19 環境保全事業 11
20 再生可能エネルギー普及促進事業 11
21 町内クリーン作戦の実施 11
22 公共施設等再生可能エネルギー導入事業（役場庁舎） 12

23 アグリパークゆめすぎと観光・交流拠点機能強化事業 13
24 公共下水道整備事業≪下水道特別会計≫ 13

25 効果的な行政運営組織構築事業 14

26 生涯スポーツ推進事業 15
27 体⼒向上推進事業 15

28 防災活動事業 16
29 春日台第３団地雨水排除施設整備事業 16
30 ⻄排水機場設備更新事業≪下水道特別会計≫ 16

【水害のないまちづくり】

【産業の活性化で⻑く住みたい町に】

【下野久喜線の早期実現に向けて】

【ごみのない自然豊かなまちへ】

【アグリパークゆめすぎとで農業の活性化】

【企業⽴地戦略室を創設】

【スポーツ施設の拡充】



− 1 −

     【中核病院を東武動物公園駅周辺に誘致 〜医療過疎を解消して町⺠の安⼼を担保〜】
 中核的病院を東武動物公園駅周辺に誘致を推進します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

未定 0 0 0 0
宮代町との調整会議、県に
対する不足病床地域への転
換及び基準病床数の緩和の
要望書提出等を行った。

宮代町との調整会議、県に
対する不足病床地域への転
換及び基準病床数の緩和の
要望書提出等を行った。

宮代町との調整会議、県に
整備可能病床数の弾力化に関
する要望を行った。また、誘
致場所について、宮代町及び
東武鉄道と共通認識を図っ
た。

0 0 0

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課
区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

実
績

No.1

中核的病院誘致事業 救急医療を含む一般的な入院治療を行い、
二次救急医療機関の役割を担う病院の誘致
を推進する。

健康支援課

誘致に向けた準備

国・県への要望

近隣自治体や地域医師会等との調整、誘致場所等の検討・決定

県、近隣自治体の状況把握

優先
政策



     【杉農という強みを地域の活力に 埼玉東部に誘致される大学農学部等と連携】
 杉⼾農業⾼等学校や埼玉県東部に誘致される大学農学部等と連携し、農業の活性化を目指します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0 0 0 0 0
門松や草花の提供をいただ
くとともに、流灯ふれあい
館にて生徒による販売イベ
ント等を実施した。

門松や草花の提供をいただ
くとともに、流灯ふれあい
館にて生徒による販売イベ
ント等を実施した。

協力関係を一層深め、連携
を推進するため、包括連携
協定を締結。門松や草花の
提供を受ける等、学校・生
徒との連携を深めた。

0 0 0

未定 0 0 0 0
情報収集に努めた。 情報収集に努めた。 情報収集に努めた。

0 0 0

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課
区
分

産業振興課

実
績

No.2

埼玉県⽴杉⼾農業⾼等学校との連
携事業

今後も継続して各種イベント等への連携、
協力体制を構築していくことにより、杉⼾
農業⾼等学校との相乗効果による地域の発
展に寄与していく。

計
画

産業振興課

県東部に大学農学部が誘致された場合は、
大学農学部、町、杉⼾農業⾼等学校の三者
連携を深め、共同事業や共同研究の実施な
ど専門的知識を学べる環境づくりに努め
る。

実
績

No.3

大学農学部等との連携事業

連携協定の締結

優先
政策

杉⼾農業⾼等学校との連携、各種事業への支援・協力

情報収集
共同事業（誘致後）

− 2 −



− 3 −

     【⼩・中学校の給⾷費を段階的に無償化 〜安⼼して学校生活が送れるように支援〜】
 ⼩・中学校の給⾷費を段階的に無償化します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

2,188 11,624 5,676 5,676 5,676
賄材料費の物価⾼騰分を町
で負担するため、補正予算
を計上した。

制度の検討・決定を行っ
た。令和5年11月分給⾷費
から第3子以降の無償化を
実施した。賄材料費の物価
⾼騰分を町負担した。

第3子以降の無償化を実施
した。賄材料費の物価⾼騰
分を町負担した。

2,187 14,969 29,308

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課
区
分

教育総務課No.4

⼩・中学校給⾷費の無償化事業 町⽴⼩・中学校の児童・生徒の給⾷費につ
いて、第3子以降を無償化し、安⼼して学校
生活が送れるように支援する。
また、第１子及び第２子の無償化について
は、国の動向及び財政状況に鑑みて検討す
る。

実
績

国の動向及び財政状況に鑑みて第1子、第2子の無償化を検討

制度の内容について検討

審議会へ諮問 政策会議 対象者に周知

優先
政策

令和5年11月分給⾷費から第3子以降の無償化を実施

賄材料費の物価⾼騰分を町負担

学校給食センター運営事業の需用費のうち、給食費
無償化関連の事業予定額。



     【下野久喜線、東武動物公園駅東口通り線の早期実現 農道整備に地方創生の枠組みを活用】
 下野久喜線の早期実現に向けて取り組みます。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0 62,133 30,517 14,910 25,200
久喜市と、工程や橋りょう
の整備負担等協議を行うと
ともに、橋りょう整備に伴
う基本協定を締結した。

道路の基本的な構造を作成
するための業務を実施し
た。
また、橋梁工事の詳細な設
計を久喜市にて実施した。

道路の基本的な構造を作成
するための業務を実施し
た。
また、地元説明会を実施し
事業内容の周知を行った。

0 37,509 14,181

 東武動物公園駅東口通り線早期実現に向けて取り組みます。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

235,026 412,305 217,013 188,015 1,063,193
事業の進展に向けて、事業
用地に係る物件の調査積算
を実施し、用地買収を進め
た。

事業の進展に向けて、用地
買収を進め、工事や空間活
用を検討する官⺠連携まち
づくり業務を進めた。

本陣跡地前交差点から国道
4号線までの区間につい
て、県道及び町道の再編を
行い、全区間の事業認可を
取得した。
地域活動を支援するエリア
プラットフォームを組成し
た。

161,963 267,269 207,561

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）
連番 事業名 事業の概要 担当課

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

計
画

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課
区
分

実
績

都市施設
整備課

No.6

東武動物公園駅東口通り線整備事
業

安⼼安全で快適な交通環境を創出するとと
もに、中⼼市街地の活性化を図るため、東
武動物公園駅東口通り線の早期整備を推進
する。

市街地整備
推進室

都市計画道路である下野久喜線について、
交通の利便性向上や周辺開発の促進のため
に、新設道路として整備を実施する。

実
績

No.5

下野久喜線整備事業

無電柱化工事、インフラ埋設工事、拡張工事

沿道整備（造成）

県街路事業に対する負担、駅前広場整備に対する協力

物件調査等

久喜市と協議 予備設計
路線測量、地質調査等

橋りょう詳細設計 事業説明会

道路詳細設計 用地測量
用地説明会

優先
政策

物件調査・建物補償等

事業予定額の内訳：
・R5からの繰越明許：50,971千円
・事業費：137,044千円

− 4 −
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 地方創生の枠組みや補助金を活用し道路整備を行います。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

11,843 7,695 13,600
県道部の工事と一体的に整
備を行うため、杉⼾県⼟整
備事務所と協議を行った。

県道部の工事と一体的に整
備を行うために、杉⼾県⼟
整備事務所と協議を行っ
た。

県道部の工事と一体的に整
備を行うために、測量業務
を行った。

0 0 2,500
設計(大字広⼾沼外)

  補修工事(大字広⼾沼外)

設計調査(大字北蓮沼)

補修工事(大字佐左ヱ門) 補修工事(大字北蓮沼) 補修工事(大字北蓮沼) 補修工事(大字北蓮沼)

72,703 29,107 24,129 24,010 22,272
道路舗装修繕計画に基づい
て、社会資本整備総合交付
金を活用し、設計及び舗装
補修工事を実施した。

道路舗装修繕計画に基づ
き、設計、舗装補修工事を
実施した。

道路舗装修繕計画に基づ
き、設計、舗装補修工事を
実施した。

72,364 27,620 23,975

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）
連番 事業名 事業の概要 担当課

計
画

計
画

実
績

実
績

No.7

道路改良事業（町道Ⅰ級11号線
（並塚交差点））

交通の利便性向上等を図るため、地方創生
等の国庫補助金を活用し、県道の歩道整備
工事と一体的に道路改良等の整備を行う。

都市施設
整備課

No.8

道路舗装修繕事業（町道Ⅰ級11号
線）

交通の安全性等を確保するため、地方創生
等の国庫補助金を活用し、道路舗装修繕計
画に基づく舗装修繕を行う。

都市施設
整備課

測量設計 用地買収・補償

道路改良事業のうち、
町道Ⅰ級11号線関連の事業予定額。
委託料繰越明許：7,695千円

道路舗装修繕事業のうち、
町道Ⅰ級11号線関連の事業予定額。
委託料繰越明許：24,010千円



     【県内トップクラスの学力！】
 ICT教育や学力向上プロジェクトを推進し、県内トップクラスの学力を目指します。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

7,265 10,653 10,189 10,153 10,153
総合学力調査やリーディン
グスキルテストのほか、英
語検定受験料の一部補助等
を行った。

総合学力調査やリーディン
グスキルテストのほか、英
語検定受験料の一部補助等
を行った。

総合学力調査やリーディン
グスキルテストのほか、英
語検定受験料の一部補助等
を行った。

5,835 8,644 9,121

25,875 25,998 26,434 27,040 25,762
外国より英語の指導助手を
招致し、各⼩・中学校に配
置することで、児童・生徒
への教育効果を⾼めた。

外国より英語の指導助手を
招致し、各⼩・中学校に配
置することで、児童・生徒
への教育効果を⾼めた。

外国より英語の指導助手を
招致し、各⼩・中学校に配
置することで、児童・生徒
への教育効果を⾼めた。

25,406 26,122 26,080

中止 中止 中止

0 0 0 0 2,411
実施なし 実施なし バッセルトン市とビジネス

ミーティングを実施し、現
在の状況について確認をし
た。

0 0 0

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

実
績

No.9

⼩・中学校誇れる学校づくり推進
事業

各種事業及び学校教育課所管委員会の活動
を通して、町内の全⼩・中学校において義
務教育９年間を見通した⼩中一貫教育を推
進し、生きて働く学力（自⽴して学ぶ力）
の向上に努めるとともに、各校で知・徳・
体のバランスの取れた特色ある教育活動を
実践し、「生きる力」を育む。

学校教育課

担当課連番 事業名 事業の概要

中学校ホームステイ体験学習推進
事業

⻄オーストラリア州バッセルトン・シティ
と連携し、相互に生徒を派遣することによ
り、授業の体験やホームステイなどの様々
な体験を通して異文化理解、国際交流を深
める。

学校教育課

計
画

計
画

実
績

実
績

No.10

英語指導助手活用事業 外国語で積極的にコミュニケーションを図
ることのできる能力の育成が急務であると
の国の方針を受け、外国より英語指導助手
を招致し、児童・生徒への教育効果を⾼め
る。

学校教育課

計
画

No.11

学力向上プロジェクト・特色ある学校プロジェクト・英語検定受験料の助成

ＩＣＴ教育の推進

生徒・保護者アンケート実施

英語指導助手を各⼩・中学校に配置

９つ
課題

読解力向上ワークシートの取組及び対象学年拡大、総合学力調査の実施、リーディングスキルテストの対象学年拡大

ホームステイ・国際交流
事業再開

ホームステイ・国際交流事業
再開に向けた実地踏査

− 6 −
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     【医療・福祉施設の充実】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

未定 0 0 0 0
    利用者アンケート実施

40,000 40,000 40,000 40,000 40,000
利用者アンケートを実施
し、ニーズ把握に努めた。
また、幸手市との乗継協定
を締結した。

町内巡回バスの見直しに関
するアンケート（町⺠アン
ケート）を実施し548件の
回答を得ることができた。

次期巡回バス運行計画に係
るパブリックコメントを実
施し20件の意見を得た。ア
ンケート結果及びパブリッ
クコメント意見4件を反映
させ、次期巡回バスの運行
見直しを行った。

35,635 35,533 37,111

1,000 1,645 1,050 1,150 1,700
２３団体のうち１９団体に
補助金を交付した。
また、事業内容に関するア
ンケートを実施した。

２３団体のうち１９団体に
補助金を交付した。
また、事業内容に関するア
ンケートを実施した。

２５団体のうち２２団体に
補助金を交付した。
また、事業内容に関するア
ンケートを実施した。

799 1,300 901

救急医療を含む一般的な入院治療を行い、
二次救急医療機関の役割を担う病院の誘致
を推進する。 健康支援課

計
画

No.12

町内巡回バス運行事業 町内巡回バスの利便性向上を図るため、ア
ンケート調査や事業者との意見交換などを
実施し、様々な手法による運行を検討して
いく。

住⺠協働課

計
画

実
績

実
績

区分
上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

 医療体制の充実や巡回バスの利便性向上、シニアサロン活動の支援など、⾼齢者や障がい者も安⼼して暮らせるまちを目指し
ます。

No.13

⾼齢者と地域のつながり再生事業
≪介護保険特別会計≫

町内にあるシニアサロンが地域の交流の場
となり、⻑期に渡って運営が継続できるよ
う、運営費補助金を交付するなどの支援を
行う。また、シニアサロンを広く周知する
など「シニアサロン支援事業」を展開す
る。 ⾼齢介護課

連番 事業名 事業の概要 担当課

再

【再掲】中核的病院誘致事業

債務負担設定

シニアサロン
交流事業の実施

シニアサロン運営費補助事業

シニアサロンの周知等支援事業

９つ
課題

町⺠アンケート実施

見直し案の作成・協議

公共交通会議

運行事業者・関係機関との調整

事業者との意見交換

基本協定締結

地域公共交通推進協議会への補助、運行状況、利用状況等の把握

事業者との意見交換 事業者との意見交換

見直しされた運行を開始

事業者との意見交換 公共交通会議公共交通会議

誘致に向けた準備

国・県への要望

近隣自治体や地域医師会等との調整、誘致場所等の検討・決定

県、近隣自治体の状況把握



     【産業の活性化で⻑く住みたい町に】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
起業創業支援事業

4,043 4,623 5,298 4,653 4,383
女性対象の起業創業支援講
座を開催、３事業者に空き
店舗等活用事業補助金の交
付等を行った。

・女性対象の起業創業支援
講座を開催。（受講者12
名）
・空き店舗等活用事業補助
金（店舗改修費）、新規創
業者支援家賃補助金（店舗
賃借料）を、それぞれ３事
業者に交付した。
・創業支援強化事業補助金
（杉⼾町創業補助金）を７
事業者に交付した。

・女性対象の起業支援講座
を開催。（受講生12名）
・新規創業者支援家賃補助
金（店舗賃借料）を2事業
者（新規）に交付した。
・創業支援強化事業補助金
（杉⼾町創業補助金）を6
事業者に交付した。

3,543 3,729 2,468

7,560 6,500 6,000 6,300 6,300
補助金の交付や、事業者の
情報を町⺠に周知するため
のチラシを発行した。

・⼩規模事業者経営改善資
金利子補給金を５事業者に
交付した。
・ビジネスパワーアップ補
助金を12事業者に交付し
た。
・杉⼾町商工祭を開催し
た。

・⼩規模事業者経営改善資
金利子補給金を７事業者に
交付した。
・ビジネスパワーアップ補
助金を12事業者に交付し
た。
・杉⼾町商工祭を開催し
た。

6,564 6,139 5,849

計
画

計
画

実
績

実
績

No.14

創業支援事業 創業支援等事業計画に基づき、商工会等と
連携し、補助金等の交付など創業に向けた
支援を実施する。また、雇用の創出及び町
の活性化を図るため、空き店舗等活用事業
などを実施する。

産業振興課

No.15

地元企業応援事業 中⼩企業者の持続的成⻑を実現するため、
利子補助やビジネスパワーアップ補助など
ニーズにあった支援を行うことにより、地
元企業を応援していく。

産業振興課

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）
連番 事業名 事業の概要 担当課

 新たな企業の誘致や商工業の活性化に取り組み、⻑く住みたい町を目指します。

創業支援等事業計画の実施・補助金の交付、空き店舗等活用事業の実施

女性活躍・起業支援事業

新規創業者支援家賃補助金

９つ
課題

補助金の交付

企業支援の実施
商工祭の開催

事業予定額の内訳：
空き店舗等活用事業補助金 2,000千円
新規創業者支援家賃補助金 990千円
女性活躍・起業支援事業負担金 1043千円
創業支援強化事業補助金　500千円
創業塾運営費 120千円

事業予定額の内訳：
小規模事業者経営改善資金利子補助金 300千円
ビジネスパワーアップ補助金 4,000千円
商工祭運営費　2,000千円

− 8 −
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令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

677 653 335 335 335
塾生２名に対し技術研修を
実施した。（研修修了者１
名）また、当該事業に関す
る会議を２回開催した。

塾生１名に対し技術研修を
実施した。また、当該事業
に関する会議を１回開催し
た。

塾生１名に対し技術研修を
実施した（年度末にて卒
塾）。また、当該事業に関
する会議を１回開催した。

460 327 269

178 178 178 178 178
研修会を１０回実施した。
入塾生９名、卒塾生（援農
ボランティア）９名。

研修会を１０回実施した。
入塾生8名、卒塾生（援農
ボランティア）8名。

研修会を９回実施した。入
塾生5名、卒塾生（援農ボ
ランティア）5名。

118 90 89

2,000 2,000 2,000 2,200 2,200
町⽴保育園３園に給⾷用と
して杉⼾産⽶「彩のきず
な」や地元野菜を提供し、
地産地消を推進した。

農産物利用店に対し、農業
祭出店を促し、地場農産物
のPRを推進した。

農業祭は雨天により中止と
なったが、農産物品評会は
開催。地域⾷材のＰＲを推
進した。また、農産物利用
店に対し、農業祭出店を促
した。

2,000 2,000 1,118

実
績

実
績

区
分

No.16

明日の農業担い手育成事業 就農人口の減少、⾼齢化、後継者不足など
が問題となっている農家の担い手を確保す
るため、「明日の農業担い手育成杉⼾塾」
を設置し、将来の地域の担い手となる新規
就農者の育成を目指す。 農業委員会

事務局

No.17

農のサポーター育成塾事業 農作業に関⼼がある者を対象に「農のサ
ポーター育成塾」を運営し、農家の繁忙期
等に農作業を手伝う「援農ボランティア
（農の応援団）」を育成する。

農業委員会
事務局

計
画

計
画

計
画

No.18

実
績

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）
連番 事業名 事業の概要 担当課

意欲的に取り組む多様な農業者（担い手）
の確保・育成や所得向上のため、農産物の
産地化への支援、地場農産物を使った加工
品の開発促進、地場農産物等の情報発信強
化に取組む。

産業振興課

地域特産物・地域ブランド開発事
業

新規就農に向けた技術研修、塾生へのフォローアップ等の実施

・「杉⼾産農産物利用店」認定事業の継続 ・ 農産物の産地化や加工品開発に取組む生産者等への継続支援
・ 杉⼾産農産物の学校給⾷への導入推進 ・ 町内各種イベント等での特産品のＰＲ支援

・ 杉⼾町農業祭実行委員会への補助

援農ボランティア育成に向けた技術研修等の実施



     【下野久喜線の早期実現に向けて】
 下野久喜線の早期実現に向けて取り組みます。

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0 62,133 30,517 14,910 25,200

連番 事業名 事業の概要 担当課 区分
上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

再

【再掲】下野久喜線整備事業 杉⼾町の都市計画道路である下野久喜線に
ついて、通行の利便性向上や周辺開発の促
進のために、新設道路として整備を実施す
る。

都市施設
整備課

９つ
課題

物件調査等

久喜市と協議 予備設計
路線測量、地質調査等

橋りょう詳細設計 事業説明会

道路詳細設計 用地測量
用地説明会
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     【ごみのない自然豊かなまちへ】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

160 157 401 95 95
杉⼾アースデーの共催、夏
休み親子３R講座等を開催
し、環境保全の啓発を行っ
た。

杉⼾アースデーの共催、夏休
み親子３R講座等を開催し、環
境保全の啓発を行った。

杉⼾アースデーの共催、夏
休み親子３R講座等を開催
し、環境保全の啓発を行っ
た。環境基本計画周知用
リーフレットを作成した。

106 62 284
 

補助事業実施

3,600 5,500 5,090 4,850 4,850
次世代自動車普及促進対策
補助金、住宅用エネルギー
システム設置費補助金を交
付した。

次世代自動車普及促進対策補
助金、住宅用エネルギーシス
テム設置費補助金を交付し
た。

次世代自動車普及促進対策
補助金、住宅用エネルギー
システム設置費補助金を交
付した。

3,570 5,270 3,720

836 840 840 830 830
古利根川クリーン作戦等の
町内クリーン作戦を実施
し、環境美化に努めた。

古利根川クリーン作戦等の
町内クリーン作戦を実施
し、環境美化に努めた。

古利根川クリーン作戦等の
町内クリーン作戦を実施
し、環境美化に努めた。

235 219 201

計
画

 太陽光発電システムの設置を推進するなど持続可能な社会を目指します。
連番 事業名 事業の概要 担当課

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

計
画

No.21

町内クリーン作戦の実施

実
績

実
績

実
績

 自然環境を保全し、ごみのないきれいな川や水路のあるまちづくりを推進します。

No.19

環境保全事業 環境に関するイベントの開催や環境教育等
を実施し、環境保全の意識を⾼める。
また、路上のごみやポイ捨てを減らすた
め、巡回パトロールを実施する。

環境課

古利根川クリーン作戦、南側散策道クリー
ン作戦、江⼾川クリーン作戦、大島新⽥調
節池クリーン作戦、町内一⻫クリーン
ウォーク等を実施する。

都市施設
整備課、

住⺠協働課

No.20

再生可能エネルギー普及促進事業 低炭素で地球にやさしいエネルギー社会を
実現するため、自ら居住する住宅にエネル
ギーシステムを設置する方及び次世代自動
車等を導入する方に対し、補助金を交付す
る。

環境課

計
画

新規環境保全事業の検討

対象メニューを拡充し補助事業実施

古利根川クリーン作戦、江⼾川クリーン作戦、大島新⽥調節池クリーン作戦、町内一⻫クリーンウォーク等を実施

９つ
課題

環境学習事業実施

事業予定額の内訳：
都市施設整備課（古利根川、南側散策道、江戸川）
130千円
住民協働課（大島新田、クリーンウォーク） 700千円

環境保全事業全体から、都市施設整備課所管
（町内クリーン作戦関連）の事業予定額を除い
たもの。
225千円（事業全体）－130千円（町内クリーン
作戦関連）＝95千円



令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

643 5,602 229 5 12,002
新庁舎整備基本構想の基本
方針に、再生可能エネル
ギー設備等の導入を位置付
けるか検討した。

新庁舎整備基本構想をR6.2
に策定した。基本方針「自
然環境に優しい庁舎」を掲
げ、省エネ機器や再生可能
エネルギーの活用など機能
を盛り込んだ。

新庁舎整備基本構想におけ
る再生可能エネルギー設備
の導入について、町内５か
所で実施した住⺠説明会で
説明を行い、合計80名の参
加があった。

559 5,512 24

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課

No.22

公共施設等再生可能エネルギー導
入事業（役場庁舎）

役場庁舎の老朽化に伴う建替えの検討の中
で、省エネルギー対策として太陽光発電シ
ステムや蓄電池等の再生可能エネルギー設
置について検討する。

管財契約課

実
績

役場新庁舎整備検討の中で、再生可能エネルギー設備の導入を検討
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     【アグリパークゆめすぎとで農業の活性化】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

28,112 128,679 34,620 347,609 20,000
空調機の改修、駐車場の区
画線の修繕、本館棟浄化槽
の修繕、下水道管路整備に
向けた設計等を行った。

機能強化に向けた取り組み
として、公共下水道に接続
する工事や本館棟の改修工
事に向けての設計を行っ
た。

機能強化に向けた取り組み
として、駐車場整備に向け
た測量、設計、直売所拡張
工事の設計などを行った。

26,489 136,412 36,034
事業計画等変更及び実施
設計業務  公共下水道接続工事  舗装本復旧工事

13,673 176,985 56,575 ― ―
下水道事業計画変更及び実
施設計を行った。

下水道本管工事を実施した。 流量計の設置及び舗装本復
旧工事を実施した。

10,780 101,629 56,575 ― ―

計
画

実
績

アグリパークゆめすぎと観光・交
流拠点機能強化事業

施設機能の拡充により、さらに魅力的な施
設とすることで、農業をテーマとした様々
な事業を展開し、地域の活性化や観光ニー
ズの拡大を図る。また、交流人口の増加
や、⾼齢者等の生きがいづくりを創出す
る。 産業振興課

No.24

公共下水道整備事業≪下水道特別
会計≫

アグリパークゆめすぎとにおける、浄化槽
の老朽化対策及び多数の来場者への対応を
可能とするため、公共下水道の工事を実施
する。

上下水道課

実
績

No.23

計
画

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

 アグリパークゆめすぎとに、さらに多くの方が来場してもらえるよう、新たな取り組みを推進します。
連番 事業名 事業の概要 担当課

・駐車場区画線修繕
・空調機改修工事

施設・設備の老朽化に伴う改修、修繕及び駐車場等周辺環境改善事業

公共下水道接続工事

９つ
課題

事業予定額の内訳：
12 委託料 直売所拡張等改修工事管理業務　7,742千円
14 工事費 直売所拡張等改修工事　339,867千円



     【企業⽴地戦略室を創設】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

0 0 0 0 0
ヒアリング等で各課の現状
を把握し、次年度に向けて
効果的な組織体制の見直し
を行った。

ヒアリング等で各課の現状
を把握し、次年度に向けて
効果的な組織体制の見直し
を行った。

ヒアリング等を通じながら
各課の現状を把握し、次年
度の効果的な組織体制の見
直しを行った。

0 0 0

事業名 事業の概要 担当課
区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

 誰もが活躍できる町を目指し、創業支援やベンチャー企業支援、農業就業支援に取り組みます。
連番

計
画

実
績

No.25

効果的な行政運営組織構築事業 創業・就業・農業者支援など各種事業の推
進にあわせて、組織体制を強化する。

総務課

創業・就業・農業者支援など各種事業の推進に合わせて組織体制を強化

９つ
課題
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     【スポーツ施設の拡充】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

17,208 11,121 12,319 12,009 12,009
社会体育施設の維持管理の
ほか、⾼校体育館一般開放
可能性調査及び柔剣道場必
要性調査等を行った。

社会体育施設の維持管理の
ほか、⾼校体育館一般開放
可能性調査及び柔剣道場必
要性調査等を行った。

社会体育施設の維持管理の
ほか、⾼校体育館一般開放
可能性調査及び柔剣道場必
要性調査等を行った。

16,989 10,302 10,956

0 0 0 0 0
コロナ後の児童・生徒の現
状と課題を把握し、課題解
決につながる取組を各校で
実践した。

コロナ後の児童・生徒の現
状と課題を把握し、課題解
決につながる取組を各校で
実践した。

コロナ後の児童・生徒の現
状と課題を把握し、課題解
決につながる取組を各校で
実践した。

0 0 0

計
画

計
画

連番 事業名 事業の概要 担当課
区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

 誰もに運動してもらうため、スポーツできる環境整備に努めます。

No.27

体力向上推進事業 児童・生徒が体を動かすことの楽しさや喜
びを感じ、より良い生活を送ることを目的
として、日々の体育授業の充実や、教員の
研修等の実施により、豊かな⼼と健やかな
体の育成を目指す。

学校教育課

実
績

実
績

No.26

生涯スポーツ推進事業 社会体育施設（テニスコートやグラウン
ド）及び学校体育施設の開放を基本とし、
利用者や利用団体が安全・快適に利用でき
るよう、意見を伺いながら、維持管理・修
繕・改修・整備に努める。

社会教育課

新体力テスト、体力向上推進委員会、現状と課題の把握、体力向上授業研究会、実践（成果・課題等）の発表

意見聴取 意見聴取 意見聴取 意見聴取

維持管理・整備 維持管理・整備 維持管理・整備 維持管理・整備

⾼校体育館等の一般開放の可能性調査、及び柔剣道場の必要性調査

９つ
課題

意見聴取

維持管理・整備



     【水害のないまちづくり】

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

1,944 1,125 20,789 447,908 7,819
ハザードマップを活用した
防災講座、備蓄資器材更
新、避難行動要支援者登録
制度の案内等を実施した。

ハザードマップを活用した
防災講座、避難所開設・運
営訓練、備蓄資器材更新、
避難行動要支援者登録制度
の案内等を実施した。

ハザードマップを活用した
防災講座、避難所開設・運
営訓練、備蓄資器材更新、
避難行動要支援者登録制度
の案内等を実施した。
また、避難所の環境整備と
して学校体育館への空調機
設置工事設計を実施した。
（中学校1校・⼩学校6校）

1,578 985 20,577

2,502 10,582 ― ― ―
春日台第３団地内におい
て、測量設計業務を実施し
た。

春日台第3団地内におい
て、雨水排除施設整備工事
を実施した。

2,354 9,590 ― ― ―

3,582 33,660 0 0 48,000
ポンプ設備における更新設
計を行った。

制御盤及び常時用ポンプ更
新工事を実施した。

維持管理に努めた。

3,135 32,263 0

計
画

計
画

 水害のないまちづくりを推進します。
連番 事業名 事業の概要 担当課

区
分

上段（計画）：ロードマップ／事業予定額（千円）  下段（実績）：年度ごとの取組内容／決算額（千円）

実
績

No.28

防災活動事業 災害対策基本法に基づき、町地域防災計画
を推進し、町⺠の生命、⾝体及び財産を災
害から保護し、また大規模災害に備え、防
災訓練や講座など実施するとともに、⺠間
事業者との応援協定を締結する。

危機管理課

実
績

計
画

No.30

⻄排水機場設備更新事業≪下水道
特別会計≫

⾼野台地区の雨水貯留機能の確保のため設
置されている⻄排水機場において、排水設
備の老朽化が進んでいることから、機能維
持のための更新工事を行う。

上下水道課

No.29

春日台第３団地雨水排除施設整備
事業

ゲリラ豪雨や大規模台風が頻発している中
で、道路冠水に備えた対策を図るため、木
野川地内における雨水排除施設整備を実施
する。

都市施設整備
課

実
績

洪水ハザードマップを活用した防災講座の実施

避難所運営（ペット受け入れ周知）

９つ
課題

雨水排除施設整備工事測量設計

更新工事実施設計業務 更新工事

避難所空調機設置設計・工事
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更新履歴
・令和４年１１⽉作成
・令和５年１０⽉改訂（令和４年度実績の掲載、計画の一部修正）
・令和６年１０⽉改訂（令和５年度実績の掲載、計画の一部修正）
・令和７年１０⽉改訂（令和６年度実績の掲載、計画の一部修正）


